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足元は、凍って危険です
「飛び降りる」ことは、厳禁

荷台、運転席から降りる時は、「足元」の確認
○ 荷台から降りるときは、ステップに足を掛け、車体などに手を掛けながら、ゆっくりと降りる。
○ 降りるときは、段差や路面に凹凸がないかを確認して降りる。
○ 荷台のあおりの上には、足を掛けない。
○ 不安定な体勢で作業を行わない
○ トラックのあおりの上では作業を行わない。
○ 荷台で作業を行う場合は、背中を荷台の内側に向けて作業をする。

道内各地にブラックアイスバーン出現 峠で、橋で、カーブで、スリップ事故多発

夕暮れ・夜間 歩行者、自転車の事故防止
～ 点灯せ 生死を分ける ハイビーム ～

○ スピードダウンと安全確認を徹底しましょう
○ 早めのライト点灯とハイビームの活用を励行しましょう
○ 横断歩道以外の場所でも、歩行者が横断することを意識しましょう

「かもしれない」で備える 交差点事故防止

「自転車」と「歩行者」を見かけたら・・・「かもしれない」運転を

◆ 交差点・バック事故 止まらず ◆
○ ＳＴＯＰ 交差点事故 （前方不注意と車間距離）
○ ＳＴＯＰ バック事故 （特に、構内・駐車場・現場内）

要注意 危険がひそむ 交差点

◇交差点 右左折時は、確認を徹底しましょう◇

◇歩行者・自転車への注意を、徹底しましょう◇

◇追突事故・バック事故を、根絶させましょう◇

車間距離を十分に 追突を未然に防止

構内も停止するまで、運転中

橋の上 路面凍結 坂を上る男性と坂を下る女性が正面衝突 女性死亡
◇アイスバーン スピードダウンと車間距離◇

２０１９／２／１０（日） １０：４４
９日午後１時１５分ごろ、福島県の村道で、男性（８０）の軽自動車と、会社員の女性（３７）のワゴン車が衝突した

。男性の車に同乗していた妻（７９）が死亡した。男性が首の骨を折る重傷、３７歳女性が胸を打つ軽いけが。現場
は橋の上。坂を上る男性と坂を下る３７歳女性が正面衝突したとみている。事故当時、路面は凍結していた。

「シフトレバーをパーキングのつもりがドライブに入れていた」 ２人大けが
２０１９年０２月１１日 ０６時５３分

１０日午後４時すぎ、神奈川県の花屋に高齢の男性が運転する車が突っ込む事故があり、男性の妻と店長の２
人が大けがをしました。車を運転していた男性は「車から降りる時に、間違えてアクセルを踏んでしまった」と
話している。調べに対し「車のサイドブレーキはかけていたが、シフトレバーをパーキングのつもりがドライブ
に入れていた」と話しているということです。

「昨夜飲んだお酒が残っていると・・・思わなかった」
酒気帯びで運転容疑の男逮捕 正面衝突で２人に軽傷負わす

２０１９／２／１０（日） １８：４９
警察は１０日、道交法違反（酒気帯び運転）の疑いで男（６２）を逮捕した。逮捕容疑は、同日午前９時１０分

ごろ、京都府の国道で酒気帯び状態で乗用車を運転した疑い。対向車線の乗用車と正面衝突し、乗っていた４０代
男性２人に軽傷を負わせた。男は「昨夜飲んだお酒が残っていると思わなかった」と容疑を否認している。

泥酔状態 飲酒運転疑い、市職員逮捕 基準値の４倍のアルコール
泥酔状態で対向車線にはみ出して駐車中の車に衝突

◇分かっていて・・・飲酒運転する人間を、どうやってやめさせるか？◇
２０１９．２．１１ ０８：０４

警察は１０日、道交法違反（酒酔い運転）の疑いで、某市職員の男性容疑者（５４）を現行犯逮捕した。逮捕容
疑は１０日午後１１時５分ごろ、宮城県の市道で酒に酔った状態で乗用車を運転したとされている。容疑者は泥
酔状態で対向車線にはみ出して駐車中の車に衝突し、その車の後ろに止まっていた車も含む計３台が絡む事故を
起こした。容疑者からは基準値の４倍以上のアルコールが検出されたという。


